
百万円

需要家費 865 百万円 固定費 9,396 百万円 変動費

90.67 ％

固定費　→　準備料金 固定費　→　水量料金

百万円 百万円

百万円

百万円

構成率 ％ ％

総括原価 百万円

構成率

　能率的な経営の下において料金として回収すべ
き適正な金額

料金算定期間の総括原価の配分における基本料金と従量（超過）料金の考え方
平成27年8月21日

水道局水道業務課

総括原価
(H28～H32) 11,660

施設効率を判断する指標

1,399 百万円

　水道の使用量とは関係なく、利用者
の存在自体により必要とされる固定的
経費（量水器・検針費等）

　水道の使用とは関係なく、水
道需要の存在に伴い固定的に
必要とされる経費（施設維持費
等）

　水道の実使用に伴い発生する
経費（薬品・電力費）

固定費の配分

負荷率
一日平均給水量

× 100
一日最大給水量

水量料金
準備料金 100％～90.67％ 90.67％～0％

877 8,519

百万円

37.9 構成率 62.1

　実際の使用水
量とは関係なく、
水道を供給する
ために必要な原
価として、各利
用者に賦課する
定額料金

　実使用
水量に応
じて回収
すべき原
価として、
給水量単
位当たり
に賦課す
る料金

水量の内８㎥までの基
本水量分の水量料金

2,682

基本料金 従量（超過）料金

11,660
100 ％

H26年度実績

4,424 7,236

資料 ２ 

総括原価の分解 

原価の配分 

原価の振り分け 


